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（会員は会費に含まれています。）

第
41
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会

四
社
に
農
林
水
産
大
臣
賞

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

全
市
連
と
全
木
連
、
全
買
連
は
、
第
41
回
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
の
表
彰
式
・
記

念
講
演
会
を
開
催
し
た
。
出
席
は
、
富
田
文
一

郎
審
査
委
員
長
（
日
本
木
材
加
工
技
術
協
会
会

長
）、
吉
条
良
明
全
木
連
会
長
、
市
川
英
治
全

市
連
会
長
ほ
か
三
団
体
の
役
職
員
、
受
賞
関
係

者
な
ど
。

ま
た
来
賓
と
し
て
、
農
林
水
産
省
表
示
・
規

格
課
の
國
井
聡
（
く
に
い
さ
と
し
）
課
長
、
同

池
田
秀
明
課
長
補
佐
、
同
大
村
敏
幸
係
長
、
林

野
庁
木
材
産
業
課
の
飛
山
龍
一
（
と
び
や
ま

り
ゅ
う
い
ち
）
課
長
、
農
林
水
産
消
費
安
全
技

術
セ
ン
タ
ー
、
農
林
水
産
漁
業
振
興
会
等
の
関

係
者
多
数
の
ご
出
席
を
頂
い
た
。

全
木
連
の
吉
条
会
長
は
、
主
催
三
団
体
を
代

表
し
挨
拶
、「
本
年
度
の
展
示
会
は
、
消
費
税

増
税
や
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
伴
い
、
国

産
材
の
需
給
が
タ
イ
ト
な
時
期
と
重
な
り
、
例

年
に
な
い
繁
忙
の
な
か
で
、
ご
協
力
を
頂
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
謝
意
を
述
べ
た
。

ま
た
四
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
関
し
て
、「
住

宅
着
工
数
や
木
材
利
用
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
政
府
の
好
循
環
実
現
の
た
め
の
経
済
対
策

の
効
果
や
業
界
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
林
業
・
木

材
産
業
で
も
好
循
環
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
木
材
業
界
に
と
り
最
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
る
木
材
利
用
拡
大
活
動
に
つ
い
て

は
、「
住
宅
、
商
工
業
施
設
、
公
共
建
築
物
等
へ

の
木
材
利
用
が
一
層
進
む
よ
う
、
行
政
の
ご
指
導

を
頂
き
な
が
ら
、
業
界
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
」
と
強
調
。
そ
の
た
め
に
も
、「
消
費
者
・

需
要
者
が
安
心
し
て
使
っ
て
頂
け
る
製
品
供
給
、

す
な
わ
ち
品
質
性
能
・
強
度
を
担
保
し
た
Ｊ
Ａ
Ｓ

製
材
品
の
供
給
拡
大
が
大
事
だ
が
、供
給
体
制
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要
請
に
は
十
分
応
え
ら
れ
る
状
況

に
な
い
。
こ
の
展
示
会
等
を
通
じ
て
、
今
後
と
も

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
普
及
及
び
供
給
体
制
整
備
に
努

力
し
て
参
り
た
い
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
審
査
、
制
度
運

営
等
に
ご
尽
力
頂
い
た
富
田
文
一
郎
委
員
長
に

対
す
る
謝
辞
を
述
べ
た

【
審
査
結
果
の
講
評
】

富
田
委
員
長
よ
り
、
次
の
と
お
り
審
査
の
報

告
を
頂
い
た
。

１　

製
材
品
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
（
天
然
乾
燥
材
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
）
が
９
月
20
日
か
ら
発
効
し
た

が
、
時
間
的
な
こ
と
も
あ
り
、
本
年
度
は
、

前
年
度
ま
で
の
考
え
方
を
基
本
に
審
査
し
た
。

２　

出
展
工
場
数
は
61
社
（
昨
年
77
社
）、
出
品

量
は
、９
５
０
㎥
（
同
１
０
９
２
㎥
）
で
あ
り
、

出
品
社
数
の
減
少
は
、
吉
条
会
長
挨
拶
の
と

お
り
、
業
界
事
情
が
影
響
し
た
の
で
は
と
感

じ
る
。

３　

審
査
結
果
は
、１
０
０
点
満
点
が
13
社
（
９

社
）、
90
点
以
上
が
30
社
（
29
社
）
と
や
や
向

上
し
た
が
、
１
０
０
点
満
点
が
基
本
で
あ
り
、

引
き
続
き
ご
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

４　

６
会
場
で
の
審
査
結
果
を
も
と
に
、
昨
年

末
総
合
調
整
会
議
を
開
催
し
、
農
林
水
産
大

臣
賞
４
点
、
消
費
・
安
全
局
長
賞
12
件
、
林

野
庁
長
官
賞
16
点
を
決
定
し
推
薦
し
た
。

５　

品
等
に
つ
い
て
は
、
１
級
の
も
の
が
２
級

と
い
っ
た
よ
う
に
、
格
付
け
を
低
位
に
決
定

し
出
品
す
る
実
態
や
分
切
れ
等
が
あ
り
、
や

や
問
題
だ
と
感
じ
た
。

６　

今
後
、
木
造
住
宅
の
性
能
基
準
化
、
公
共

建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
が
進
め
ば
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
規
格
の
重
要
性
が
増
す
と
思
う
。

【
感
謝
状
の
贈
呈
】

吉
条
会
長
よ
り
、
富
田
委
員
長
に
対
し
、
三

団
体
会
長
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

【
表
彰
】

國
井
課
長
に
農
林
水
産
大
臣
賞
と
消
費
・
安

全
局
長
賞
を
贈
呈
し
て
頂
き
、
飛
山
課
長
に
林

野
庁
長
官
賞
の
贈
呈
を
お
願
い
し
た
。

ま
た
主
催
団
体
賞
は
、吉
条
会
長
が
贈
呈
し
、

優
良
開
催
市
場
へ
の
感
謝
状
は
、
市
川
会
長
が

贈
呈
し
た
。（
受
賞
者
は
、
別
掲
の
と
お
り
）

【
来
賓
祝
辞
】

國
井
課
長
は
、
受
章
者
へ
の
祝
意
と
三
団
体

へ
の
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
林
産
物
の
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
規
格
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
次
の
通

り
語
っ
た
。

昨
年
12
月
20
日
付
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成

材
）
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
を
制
定
し
た
が
、
林
産
物

関
係
で
は
20
年
ぶ
り
の
規
格
制
定
と
い
え
る
。

吉条会長から、富田委員長に
感謝状を贈呈　　　　　　　

國井課長が農林水産大臣賞を贈呈

・
第
41
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
展
示
会

表
彰
式　

４
社
に
農
林
水
産
大
臣
賞

・
平
成
25
年
度
も
く
ア
ド
講
習
会

・
第
５
回
新
た
な
木
材
利
用
事
例
発
表
会

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
木
材
利
用

主 な 記 事
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今
後
中
高
層
の
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
促
進
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ま
た
枠
組
構
造
用
製
材
等
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に

つ
い
て
も
、
昨
年
か
ら
改
正
に
向
け
た
検
討
を

開
始
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
国
産
材
利
用
が

少
な
か
っ
た
２
×
４
材
の
分
野
で
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
利
用
促
進
に
つ
な
が

る
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
推
進
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
安
定

供
給
に
ご
協
力
頂
き
た
い
。

ま
た
飛
山
課
長
は
、「
国
産
材
資
源
は
充
実

し
、
こ
こ
一
年
の
生
産
量
も
１
割
ほ
ど
増
加
し

て
い
る
。

昨
年
暮
れ
に
は
農
林
水
産
省
と
し
て
、
農
林

水
産
業
地
域
活
力
創
造
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

こ
の
な
か
で
林
業
を
成
長
産
業
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
継
続
、

公
共
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
推
進
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
等
新
技
術
の
開
発
普
及
な
ど
各
種
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
推
進
に
は
Ｊ
Ａ

Ｓ
材
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
品
質
の

優
れ
た
製
品
の
供
給
を
お
願
い
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
受
章
者
を
代
表
し
て
、
山
下
木

材
株
式
会
社
の
山
下　

豊
社
長
が
謝
辞
を
述

べ
、
表
彰
式
を
終
え
た
。

【
農
林
水
産
大
臣
賞
】　
（　
　

）
は
県
名

（
有
）
倉
地
製
材
所
（
岐
阜
）、
山
下
木
材
㈱
、

牧
野
木
材
工
業
㈱
（
以
上
、
岡
山
）、
㈱
佐
藤
林

業
（
熊
本
）

【
消
費
・
安
全
局
長
】

（
有
）菊
池
製
材
所（
岩
手
）、㈱
沓
澤
製
材
所（
秋

田
）、
中
国
木
材
㈱
鹿
島
工
場
（
茨
城
）、
金
子

製
材
㈱
（
埼
玉
）、
伊
藤
林
産
（
有
）、
飛
騨
高

山
森
林
組
合
、
㈱
丸
七
ヒ
ダ
川
ウ
ッ
ド
、
交
告

製
材
㈱
、東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
（
協
）（
以
上
、

岐
阜
）、
久
万
広
域
森
林
組
合
（
愛
媛
）、
グ
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
タ
ク
ミ
（
協
）、
ウ
ッ
ド
ピ
ア
流
通
検

査
（
協
）（
以
上
、
三
重
）

【
林
野
庁
長
官
】
㈱
一
戸
製
材
所
（
岩
手
）、
共

力
㈱
（
福
島
）、
ウ
ッ
ド
リ
ン
ク
㈱
（
富
山
）、

㈱
鈴
鹿
製
材
所
、（
有
）
須
田
製
材
所
、
小
林
製

材
（
㈱
、 （
有
）
山
渋
木
材
、㈱
丸
左
木
材
（
以
上
、

岡
山
）、宮
迫
木
材
㈱
（
広
島
）、大
林
産
業
㈱
（
山

口
）、
小
牧
木
材
㈱
、
斉
藤
木
材
（
有
）（
以
上
、

三
重
）、
㈱
日
田
十
条
（
大
分
）、
熊
本
モ
ル
ダ
ー

加
工
事
業
（
協
）、㈱
松
島
木
材
セ
ン
タ
ー
、（
有
）

三
和
物
産
（
以
上
、
熊
本
）

【
主
催
三
団
体
会
長
特
別
】協
和
木
材
㈱（
福
島
）、

院
庄
林
業
㈱
、
銘
建
工
業
㈱
（
以
上
、
岡
山
）、

㈱
オ
オ
コ
ー
チ
（
三
重
）

【
優
良
市
場
】
東
京
木
材
市
場
㈱
（
東
京
）、
㈱

東
海
木
材
相
互
市
場
大
口
市
場
（
愛
知
）、
㈱
津

山
綜
合
木
材
市
場
（
岡
山
）、
熊
本
木
材
㈱
（
熊

本
）

【
全
木
連
会
長
】
東
北
木
材
㈱
（
秋
田
）、（
有
）

森
製
材
所
（
岐
阜
）、
㈱
瓜
守
材
木
店
（
愛
媛
）、

外
山
木
材
㈱
、
木
脇
産
業
㈱
（
以
上
、
宮
崎
）

【
全
市
連
会
長
】㈱
東
海
木
材
相
互
市
場（
愛
知
）、

㈱
ト
ー
ホ
ー
（
有
）（
岐
阜
）、太
平
製
材
所
（
岡

山
）、八
幡
浜
管
材
協
同
組
合
製
材
工
場（
愛
媛
）、

耳
川
林
業
事
業
協
同
組
合
（
宮
崎
）

【
全
買
連
会
長
】
東
白
川
製
材
（
協
）（
岐
阜
）、

セ
イ
キ
林
業
㈱
、
河
井
林
産
㈱
（
以
上
、
岡
山
）、

立
山
製
材
所
、ラ
ン
バ
ー
や
ま
と
協
同
組
合
（
以

上
、
熊
本
）、
持
永
木
材
（
宮
崎
）

【
優
良
買
い
方
】
日
青
木
材
㈱
（
東
京
）、
笠
井

木
材
（
埼
玉
）、
逢
坂
建
材
㈱
（
岐
阜
）、
森
田

産
業
（
三
重
）、
須
山
木
材
㈱
（
島
根
）、
原
田

木
材
（
熊
本
）

【
記
念
講
演
会
】

表
彰
式
終
了
後
、
東
海
大
学
の
杉
本
洋
文
教

授
に
、「
中
・
大
規
模
木
造
建
築
の
動
向
と
課

題
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
杉
本
教
授
は
、
㈱

計
画
・
環
境
建
築
代
表
取
締
役
会
長
と
し
て
も

活
躍
中
。
日
本
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
１

を
受
賞
し
た
ほ
か
、「
木
造
建
築
の
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
る
」「
木
造
の
復
権
に
向
け
た
現
況
と

課
題
」
な
ど
著
述
が
多
い
。
講
演
会
で
は
、
建

築
家
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
日
本
の
森
林
・
林

業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行
う

と
と
も
に
、
木
材
、
木
造
建
築
の
特
性
を
踏
ま

え
、
都
市
圏
に
お
い
て
木
造
建
築
を
普
及
さ
せ

る
仕
組
み
や
法
整
備
、
人
材
育
成
な
ど
、
幅
広

い
課
題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

平
成
25
年
度
「
も
く
ア
ド
講
習
会
」

大
雪
予
報
の
中
、
予
定
ど
お
り
開
催

当
連
盟
は
、
２
月
７
～
８
日
東
京
会
場
の
木

材
・
合
板
博
物
館
（
東
京
都
江
東
区
新
木
場
）

と
同
14
日
～
15
日
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大
阪

市
西
区
南
堀
江
）
で
、
平
成
25
年
度
木
材
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者

は
、
当
初
申
込
み
よ
り
や
や
減
少
し
74
名
（
東

京
40
名
、
大
阪
34
名
）。

こ
れ
ま
で
東
京
会
場
で
は
、「
募
集
即
定
数

オ
ー
バ
ー
」
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
応
募
が
減

り
、
両
会
場
と
も
定
数
割
れ
と
な
っ
た
。
一
部

に
は
、「
昨
年
秋
か
ら
仕
事
が
忙
し
く
、
講
習

会
に
社
員
を
派
遣
す
る
時
間
が
な
い
」
と
の
声

が
聞
か
れ
た
。

ま
た
東
京
会
場
、
大
阪
会
場
と
も
に
大
雪
の

予
報
が
出
さ
れ
、
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
面
も

あ
っ
た
が
、
受
講
者
及
び
講
師
陣
、
当
連
盟
関

係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
実

施
で
き
た
。
４
年
目
を
迎
え
今
年
は
、
よ
り
実

践
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
頂
く
た
め
、
新
た

に
「
建
築
が
木
材
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
加
え

実
施
し
た
。

木
材
・
合
板
博
物
館
で
の
講
習
会
は
４
年

目
、
昨
年
完
成
し
た
大
阪
木
材
仲
買
会
館
で
は

初
の
開
催
で
あ
っ
た
。
関
係
各
位
の
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

【
東
京
会
場
】

東
京
会
場
で
は
、
当
連
盟
の
市
川
会
長
が
挨

拶
、
講
習
会
に
つ
い
て
、「
こ
の
講
習
会
は
、

木
材
や
木
材
利
用
の
助
言
・
指
導
が
で
き
る
人

材
を
養
成
し
、
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
認

定
し
、
そ
の
方
々
の
活
動
に
よ
り
、
広
く
森
林

や
木
材
、
木
造
建
築
の
良
さ
を
建
築
関
係
者
や

一
般
国
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
頂
こ
う
と
、
全

日
本
木
材
市
場
連
盟
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
」
と

話
し
、
ま
た
「
企
画
運
営
は
、
森
林
・
林
業
、

木
材
、
建
築
な
ど
の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一

飛山課長が林野庁長官賞を贈呈

市川会長が開講式で挨拶
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人
者
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
頂
て
い
る
、
引
き

続
き
制
度
の
一
層
の
充
実
等
に
向
け
努
力
し
た

い
」
と
結
ん
だ
。

続
い
て
、
林
野
庁
木
材
産
業
課
の
高
橋
大
輔

係
長
が
挨
拶
し
、
最
近
の
農
林
水
産
業
の
展
開

を
目
指
す
農
林
水
産
省
の
取
り
組
み
の
な
か
で
、

林
業
を
成
長
産
業
に
す
る
た
め
、
各
種
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
受
講
者
は

日
頃
、
林
野
行
政
に
つ
い
て
話
を
聴
く
機
会
が

少
な
い
だ
け
に
、大
変
参
考
に
な
る
内
容
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
我
が
国
の
森
林
の
所
有
構
造
を
踏

ま
え
、
品
質
・
量
・
価
格
の
安
定
し
た
国
産
材

の
供
給
体
制
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
や
、

２
０
２
０
年
開
催
予
定
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
へ
の
木
材
利
用
に
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
こ
れ
ら
の
施

策
の
実
効
性
確
保
の
た
め
に
も
、
受
講
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
ご
協
力
を
頂
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

ま
た
、木
材
・
木
材
合
板
博
物
館
の
岡
野
健
・

館
長
は
一
般
の
方
か
ら
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
変

色
に
つ
い
て
電
話
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
紹
介
。

「
講
習
会
で
、
き
ち
ん
と
し
た
木
材
の
知
識
を
身

に
つ
け
れ
ば
、
皆
さ
ん
も
こ
う
し
た
問
い
合
わ

せ
に
、
筋
道
を
た
て
て
答
え
を
導
き
だ
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
っ
か
り
勉
強
し
て

頂
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
事
務
局
が
全
市
連
の
活
動
や
木

材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て

紹
介
し
、
開
校
式
を
終
え
た
。

【
大
阪
会
場
】

大
阪
会
場
で
は
、
全
市
連
の
花
尻
忠
夫
副
会

長
（
近
畿
支
部
長
、関
西
木
材
相
互
市
場
社
長
）

は
、
主
催
者
挨
拶
の
中
で
、「
日
本
は
、
世
界

第
２
位
の
森
林
国
で
あ
り
、
豊
か
な
森
林
資
源

は
有
効
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
の

８
割
は
、
木
造
住
宅
を
希
望
し
て
い
る
が
、
一

般
的
に
木
材
は
高
い
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て

い
る
。
暮
れ
か
ら
の
値
戻
し
は
あ
る
が
、
現
在

の
木
材
価
格
を
昭
和
55
年
に
比
べ
れ
ば
65
％
値

下
が
り
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
本
日
ご
参
加
頂
い
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
国
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
伝
え
て
頂
き
、
国
産
材
が
多
量
に

使
用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
頂
き
た

い
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
大
阪
木
材
仲
買
協
同
組
合
の
雪
本

政
通
理
事
長
（
全
買
連
副
会
長
）
に
歓
迎
の
挨

拶
を
頂
き
、
事
務
局
よ
り
受
講
に
当
た
っ
て
の

お
願
い
を
説
明
し
て
開
校
式
を
終
え
た
。

講
師
と
教
科
名
は
、
早
稲
田
大
学
の
森
川
靖

教
授
「
地
球
環
境
保
全
と
森
林･

木
材
利
用
」、

鹿
児
島
大
学
・
遠
藤
日
雄
教
授（
東
京
会
場
は
、

日
本
治
山
治
水
協
会
の
山
田
寿
夫
専
務
理
事

《
元
林
野
庁
木
材
課
長
》「
木
材
需
給
の
動
向
と

木
材
産
業
」、
林
材
ラ
イ
タ
ー
の
赤
堀
楠
雄
氏

「
日
本
林
業
の
動
向
と
課
題
」、
木
材
・
合
板
博

物
館
の
岡
野
健
館
長
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

「
木
材
の
構
造
と
性
質
」、
京
都
大
学
生
存
圏
研

究
所
の
杉
山
淳
司
教
授
「
ハ
ン
ド
レ
ン
ズ
に
よ

る
木
材
の
見
分
け
方
」、
東
京
都
市
大
学
の
大

橋
好
光
教
授
「
木
造
住
宅
・
木
造
建
築
の
知
識

と
科
学
」、
Ａ
／
Ｅ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ　

栗
田
紀

之
理
事
「
木
材
に
対
す
る
建
築
側
の
期
待
」。

今
年
か
ら
、
２
日
間
の
日
程
は
そ
の
ま
ま
で

新
教
科
を
追
加
し
初
日
を
夜
７
時
20
分
ま
で
の

講
義
と
し
た
。
受
講
者
に
と
り
ご
苦
労
の
多
い

２
日
間
と
な
っ
た
。

【
写
真
で
見
る
講
習
会
の
模
様
】（
東
京
会
場
は
、

雪
に
見
舞
わ
れ
写
真
が
少
な
い
結
果
と
な
っ
た
）

挨拶する岡野館長

挨拶する花尻副会長

「国産材の付加価値の向上が
大切」と赤堀さん（大阪会場） 

「環境問題は正しい理解が大
切」と森川教授（大阪会場）

「いま日本の林業は大きな岐路にたっている」
と遠藤教授（大阪会場）　　　　　　　　　

木材の性質、マツ科とヒノキ科の木材の
耐朽性の違いなどを講義する岡野館長 
（東京会場）　　　　　　 　　　　　　

ハンドレンズによる木材の見分け方を
講義する杉山教授（大阪会場） 　　　
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【
大
阪
木
材
仲
買
会
館
】

第
５
回
新
た
な
木
材
利
用
事
例
発
表
会
を
開
催

こ
ん
な
と
こ
ろ
も
木
材
利
用

木
材
会
館
ホ
ー
ル
（
東
京
）

全
木
連
（
吉
条
良
明
会
長
）
と
木
材
利
用
推

進
協
議
会
は
13
日
（
木
）、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
も

木
材
利
用
」
を
テ
ー
マ
に
木
材
会
館
（
東
京
）・

新
木
場
で
第
５
回
新
た
な
木
材
利
用
事
例
発
表

会
を
開
催
し
た
。
吉
条
会
長
は
、「
全
国
の
先

駆
的
な
取
り
組
み
を
発
表
し
て
頂
き
、
木
材
の

使
い
方
、
施
工
・
設
計
、
新
製
品
開
発
の
工
夫

な
ど
を
参
考
に
し
て
、
大
い
に
木
材
利
用
を
促

進
し
た
い
。
五
回
目
の
今
年
は
、
街
角
の
木
材

利
用
や
大
規
模
商
業
施
設
、
福
祉
施
設
、
ビ
ル

内
・
外
装
の
事
例
を
発
表
し
て
頂
く
」
と
挨
拶

し
た
。

第
１
部
で
は
、
街
角
等
に
お
け
る
木
材
利
用

と
し
て
、
埼
玉
県
秩
父
消
防
署
の
小
林
幸
一
総

務
課
主
幹
に
よ
る
「
消
防
署
の
木
造
化
」、
京

都
銀
行
本
店
総
務
部
の
近
藤
晃
朗
管
財
室
長

「
地
域
都
市
の
店
舗
（
銀
行
）
の
木
材
利
用
」、

鹿
島
建
設
㈱
建
築
設
計
本
部
の
小
川
浩
Ｇ
Ｍ

「
都
心
の
耐
火
木
造
と
大
規
模
木
造
建
築
の
取

り
組
み
」、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ズ
関
西

事
業
部
の
牛
垣
和
正
統
括
室
長
「
太
陽
光
発
電

用
木
製
架
台
の
現
状
」、（
一
社
）
大
阪
府
木
材

連
合
会
の
三
宅
英
隆
専
務
理
事
「
間
伐
材
利
用

で
地
震
に
強
い
街
づ
く
り
」、
三
井
ホ
ー
ム
㈱

技
術
企
画
部
の
原
康
之
氏
「
ビ
ル
集
積
地
（
銀

座
）
の
中
高
層
建
物
木
造
化
―
５
階
建
ツ
ー
バ

イ
フ
ォ
ー
耐
火
建
築
」
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

第
２
部
で
は
、
森
林
総
合
研
究
所
の
木
口
実
研

究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
木
材
を
使
っ
た
街
づ
く

り
の
事
例
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。

○
お
知
ら
せ

映
画
『
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
～
神
去
な
あ
な
あ
日

常
～
』
が
５
月
10
日
か
ら
公
開
予
定
。

【
訂
正
】
２
月
号
４
頁
３
段
11
行
目
の
７
ｍ
は
７

㎝
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

既
報
の
と
お
り
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン

ト
事
業
は
、
平
成
25
年
度
補
正
で
予

算
追
加
が
行
わ
れ
、
対
象
工
事
の
着

手
期
間
は
今
年
９
月
30
日
ま
で
延
長

さ
れ
た
（
新
規
外
壁
材
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
３
月
31
日
ま
で
）。
こ
れ
に

伴
い
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
発
行
申
請

受
付
期
間
は
、（
予
算
が
あ
る
限
り
）
平
成
27

年
１
月
31
日
に
延
長
さ
れ
る
▽
当
連
盟
は
、
東

京
木
材
市
場
協
会
と
し
て
申
請
受
付
等
を
行
っ

て
お
り
、
最
近
よ
う
や
く
申
請
件
数
が
増
加
し

て
き
た
。
今
回
の
延
長
で
、
少
し
で
も
受
付
処

理
件
数
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
▽

ま
た
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
発
行
の
対
象
と
な
る

木
造
住
宅
の
対
象
工
法
に
、
北
海
道
の
「
カ
ラ

マ
ツ
等
を
主
要
構
造
材
等
と
し
て
過
半
使
用
す

る
木
質
レ
ハ
ブ
工
法
」
が
追
加
さ
れ
、
さ
ら
に

木
造
住
宅
の
主
要
構
造
材
等
と
し
て
、
構
造
用

合
板
に
類
す
る
ひ
き
板
又
は
小
角
材
（
同
等
以

上
の
壁
倍
率
等
を
有
す
る
こ
と
が
指
定
性
能
評

価
機
関
等
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
も
の
）
に
使
用

さ
れ
る
対
象
地
域
材
も
使
用
量
に
含
め
る
こ
と

に
な
っ
た
（
４
月
１
日
以
降
に
着
手
す
る
工
事

で
使
用
さ
れ
る
も
の
）
ほ
か
、
ポ
イ
ン
ト
対
象

の
内
装
・
外
装
木
質
化
工
事
に
「
天
井
」
が
追

加
さ
れ
た
▽
今
回
の
変
更
で
は
、「
ベ
イ
マ
ツ

（
米
国
産
）」
も
４
月
１
日
か
ら
対
象
地
域
材
と

し
て
扱
わ
れ
る
。
ベ
イ
マ
ツ
使
用
の
工
法
は
、

事
業
者
等
に
よ
る
都
道
府
県
地
域
協
議
会
へ
の

申
請
、
基
金
管
理
委
員
会
の
審
議
・
認
定
な
ど

の
手
続
き
を
要
し
、
現
在
手
続
き
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
▽
ベ
イ
マ
ツ
使
用
の
工
法
認
定
地
域

等
の
不
明
点
等
に
つ
い
て
は
分
か
り
次
第
情
報

連
絡
す
る
。
詳
細
は
林
野
庁
Ｈ
Ｐ
（
当
連
盟
の

Ｈ
Ｐ
）
の
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
の
頁
参
照
の
こ

と
。 

（
中
山
）

雑 記 帳

「風圧力は、風速の２乗に比例する」と
大橋教授　　　　　　　　　　　　　

「２０００年の法改正で木造耐火
建築物が可能になった」と 
栗田理事（東京会場）

真剣な表情で、講義を聴く受講者（大阪会場）

国内初の耐火木造オフィスビルで都市部での
木造ビルのモデルプロジェクトを目指す。2、
3階の架構に 3層構造の耐火集成材「燃エン
ウッド」を使用。

「画期的な木造建築の
ため、内外の見学者が
多い」と雪本理事長

挨拶する吉条会長


